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第

七

十

一

号

議

案

 

  

江

戸

川

区

新

川

さ

く

ら

館

条

例

 

   

右

の

議

案

を

提

出

す

る

。

 

  

平

成

二

十

四

年

九

月

二

十

五

日

 

  

提

出

者
 
 

江

戸

川

区

長

 

多

田

正

見

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

      



第７１号議案 

 
 
 

江

戸

川

区

新

川

さ

く

ら

館

条

例

 

（

趣

旨

）

 
第

一

条
 

こ

の

条

例

は

、

江

戸

川

区

新

川

さ

く

ら

館

（

以

下

「

新

川

さ

く

ら

館

」

と

い

う

。

）

の

設

置

及

び

管

理

に

関

し

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

（

設

置

）
 

第

二

条

 

新

川

の

歴

史

を

後

世

に

伝

え

る

と

と

も

に

、

新

川

を

訪

れ

る

人

々

の

交

流

の

場

を

設

け

る

こ

と

に

よ

り

、

文

化

の

向

上

、

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

形

成

及

び

地

域

の

に

ぎ

わ

い

づ

く

り

に

寄

与

す

る

た

め

、

新

川

さ

く

ら

館

を

次

の

と

お

り

設

置

す

る

。

 

 
 
 

名

称

 
 
 
 
 
 
 
 
 

位

置

 

江

戸

川

区

新

川

さ

く

ら

館
 

江

戸

川

区

船

堀

七

丁

目

一

五

番

一

二

号

 

（

事

業

）

 

第

三

条

 

新

川

さ

く

ら

館

は

、

前

条

の

設

置

目

的

を

達

成

す

る

た

め

、

次

の

事

業

を

行

う

。

 

一

 

新

川

の

歴

史

・

文

化

の

伝

承

、

創

造

及

び

発

信

に

関

す

る

こ

と

。

 

二

 

地

域

の

に

ぎ

わ

い

づ

く

り

に

関

す

る

こ

と

。

 

三

 

新

川

さ

く

ら

館

の

利

用

に

関

す

る

こ

と

。
 

四

 

そ

の

他

区

長

が

必

要

と

認

め

る

事

業

に

関

す

る

こ

と

。

 

（

利

用

承

認

）

 

第

四

条

 

新

川

さ

く

ら

館

を

利

用

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

第

十

四

条

の

規

定

に

よ

り

区

長

が

指

定

す

る

者

（

以

下

「

指

定

管

理

者

」

と

い

う

。

）

の

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 



第７１号議案 

２

 

指

定

管

理

者

は

、

前

項

の

利

用

の

承

認

に

際

し

、

管

理

上

必

要

な

条

件

を

付

け

る

こ

と

が

で

き

る

。

 
（

利

用

の

不

承

認

）

 

第

五

条

 

指

定

管

理

者

は

、

新

川

さ

く

ら

館

の

利

用

に

つ

い

て

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

利

用

を

承

認

し

な

い

。

 

一

 

公

益

を

害

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

。

 

二

 

秩

序

を

乱

す

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

。

 

三

 

そ

の

他

管

理

上

支

障

が

あ

る

と

き

。

 

（

施

設

及

び

利

用

料

金

）
 

第

六

条

 

新

川

さ

く

ら

館

の

施

設

及

び

そ

の

利

用

料

金

（

地

方

自

治

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

六

十

七

号

。

以

下

「

法

」

と

い

う

。

）

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

八

項

に

規

定

す

る

利

用

料

金

を

い

う

。

以

下

同

じ

。

）

は

、

別

表

に

定

め

る

額

の

範

囲

内

に

お

い

て

、

指

定

管

理

者

が

区

長

の

承

認

を

得

て

定

め

る

も

の

と

す

る

。

 

２

 

新

川

さ

く

ら

館

の

付

帯

設

備

及

び

器

具

並

び

に

そ

の

利

用

料

金

は

、

江

戸

川

区

規

則

（

以

下

「

規

則

」

と

い

う

。

）

の

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

 

３

 

利

用

の

承

認

を

受

け

た

者

（

以

下

「

利

用

者

」

と

い

う

。

）

は

、

直

ち

に

前

二

項

に

定

め

る

利

用

料

金

を

指

定

管

理

者

に

納

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

４

 

指

定

管

理

者

は

、

あ

ら

か

じ

め

区

長

が

定

め

る

基

準

に

従

い

、

利

用

料

金

を

減

額

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。
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（

利

用

料

金

の

不

還

付

）

 

第

七

条

 

既

に

納

付

し

た

利

用

料

金

は

、

還

付

し

な

い

。

た

だ

し

、

指

定

管

理

者

が

特

別

の

理

由

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

利

用

料

金

の

一

部

又

は

全

部

を

還

付

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

特

別

の

設

備

等

の

使

用

）

 

第

八

条

 
利

用

者

は

、

新

川

さ

く

ら

館

の

利

用

に

際

し

、

施

設

に

特

別

の

設

備

を

し

、

若

し

く

は

変

更

を

加

え

、

又

は

付

帯

設

備

以

外

の

も

の

を

使

用

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

指

定

管

理

者

の

承

認

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

（

利

用

承

認

の

取

消

し

等

）

 

第

九

条

 

指

定

管

理

者

は

、

新

川

さ

く

ら

館

の

利

用

に

つ

い

て

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

と

認

め

る

と

き

は

、

利

用

の

承

認

を

取

り

消

し

、

又

は

利

用

を

制

限

し

、

若

し

く

は

停

止

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

一

 

こ

の

条

例

又

は

こ

の

条

例

に

基

づ

く

規

則

そ

の

他

の

規

定

に

違

反

し

た

と

き

。

 

二

 

利

用

の

目

的

に

反

し

、

又

は

利

用

の

条

件

に

違

反

し

た

と

き

。

 

三

 

災

害

そ

の

他

の

事

故

に

よ

り

利

用

で

き

な

く

な

っ

た

と

き

。

 

四

 

そ

の

他

指

定

管

理

者

が

特

に

必

要

と

認

め

る

と

き

。

 

（

原

状

回

復

の

義

務

）

 

第

十

条

 

利

用

者

は

、

そ

の

利

用

が

終

わ

っ

た

と

き

、

又

は

利

用

を

停

止

さ

れ

、

若

し

く

は

利

用

の

承

認

を

取

り

消

さ

れ

た

と

き

は

、

直

ち

に

施

設

を

原

状

に

回

復

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

２

 

利

用

者

が

前

項

の

義

務

を

履

行

し

な

い

と

き

は

、

指

定

管

理

者

が

執

行

し

、

そ

の

費

用

を
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利

用

者

か

ら

徴

収

す

る

。

 

（

利

用

権

の

譲

渡

等

の

禁

止

）

 
第

十

一

条

 

利

用

者

は

、

利

用

の

権

利

を

譲

渡

し

、

又

は

転

貸

し

て

は

な

ら

な

い

。

 

（

損

害

賠

償

の

義

務

）

 

第

十

二

条

 
利

用

者

は

、

施

設

、

付

帯

設

備

等

を

毀

損

し

、

又

は

滅

失

し

た

と

き

は

、

区

長

の

定

め

る

損

害

額

を

賠

償

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

区

長

が

や

む

を

得

な

い

理

由

が

あ

る

と

認

め

る

と

き

は

、

賠

償

額

を

減

額

し

、

又

は

免

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

開

館

時

間

等

）

 

第

十

三

条

 

新

川

さ

く

ら

館

の

開

館

時

間

及

び

休

館

日

は

、

規

則

で

定

め

る

。

 

（

新

川

さ

く

ら

館

の

管

理

）
 

第

十

四

条

 

新

川

さ

く

ら

館

の

管

理

は

、

法

第

二

百

四

十

四

条

の

二

第

三

項

の

規

定

に

よ

り

、

区

長

が

指

定

す

る

者

に

行

わ

せ

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

（

指

定

管

理

者

が

行

う

業

務

）

 

第

十

五

条

 

指

定

管

理

者

は

、

次

に

掲

げ

る

業

務

を

行

う

も

の

と

す

る

。

 

一

 

利

用

の

承

認

、

利

用

の

取

消

し

そ

の

他

新

川

さ

く

ら

館

の

運

営

に

関

す

る

こ

と

。

 

二

 

施

設

等

の

維

持

管

理

（

軽

微

な

修

繕

工

事

を

含

む

。

）

に

関

す

る

こ

と

。

 

三

 

前

二

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

業

務

に

関

す

る

こ

と

。 

（

指

定

管

理

者

の

指

定

等

）

 

第

十

六

条

 

区

長

は

、

指

定

管

理

者

を

指

定

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

特

別

の

事

情

が

あ

る

と
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認

め

る

場

合

を

除

き

、

公

募

す

る

も

の

と

す

る

。

 

２
 

指

定

管

理

者

の

指

定

を

受

け

よ

う

と

す

る

者

は

、

事

業

計

画

書

そ

の

他

規

則

で

定

め

る

書

類

を

区

長

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

３

 

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

提

出

さ

れ

た

書

類

を

審

査

し

、

か

つ

、

実

績

等

を

考

慮

し

て

、

新

川

さ

く

ら

館

の

設

置

目

的

を

最

も

効

果

的

に

達

成

で

き

る

能

力

を

有

し

て

い

る

と

認

め

た

者

を

指

定

管

理

者

の

候

補

者

と

し

て

選

定

し

、

議

会

の

議

決

を

得

て

指

定

管

理

者

を

指

定

す

る

も

の

と

す

る

。

 

（

委

任

）

 

第

十

七

条

 

こ

の

条

例

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

規

則

で

定

め

る

。

 

 

付

 

則

 

１

 

こ

の

条

例

は

、

規

則

で

定

め

る

日

（

以

下

「

施

行

日

」

と

い

う

。

）

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

十

六

条

及

び

次

項

の

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

２

 

こ

の

条

例

の

規

定

に

基

づ

き

指

定

管

理

者

が

行

う

利

用

の

承

認

そ

の

他

新

川

さ

く

ら

館

の

管

理

の

た

め

に

必

要

な

行

為

は

、

施

行

日

前

に

お

い

て

も

行

う

こ

と

が

で

き

る

。

 

 

別

表

（

第

六

条

関

係

）

 

  

 

 
 
 
 

施

設

名

 

 
 

利

用

料

金
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備

考

 
 

一

 

利

用

者

が

、

入

場

料

そ

の

他

こ

れ

に

類

す

る

料

金

を

徴

収

す

る

場

合

は

、

規

定

利

用

料

金

の

五

割

相

当

額

を

増

徴

す

る

。

 

 
 

二

 

貸

切

り

の

面

積

が

一

平

方

メ

ー

ト

ル

に

満

た

な

い

端

数

は

、

一

平

方

メ

ー

ト

ル

と

み

 

な

す

。

 

 

お

休

み

処

 

 

広

場

 

多

目

的

ホ

ー

ル

 

 
集

会

室

 

貸

切

り

で

な

い

場

合

 

 

貸

切

り

の

場

合

 
第

二

 

第

一

 

写

真

撮

影

、

ロ

 

ケ

ー

シ

ョ

ン

、

 

競

技

会

又

は

集

 
会

以

外

 
競

技

会

、

集

会

 

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

 

写

真

撮

影

 

無

料

 

無

料

 

一

日

 

一

平

方

メ

ー

ト

ル

に

つ

き

 

三

四

円

 

一

日

 

一

平

方

メ

ー

ト

ル

に

つ

き

 

三

一

円

 

一

時

間

 
 
 
 
 
 
 

一

三

、

〇

五

〇

円

 

一

時

間

 
 
 
 
 
 
 
 

一

、

四

七

八

円

 

一

時

間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六

〇

〇

円

 

一

時

間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

〇

〇

円

 

一

時

間

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二

〇

〇

円

 

 

ど
こ
ろ 
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（

説

明

）

 

江

戸

川

区

新

川

さ

く

ら

館

の

設

置

及

び

管

理

に

つ

い

て

定

め

る

必

要

が

あ

る

の

で

、

本

案

を

提

出

い

た

し

ま

す

。

 


